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Ⅰ 長浜米原しょうがい者自立支援協議会の概要 

 

1 基本理念 

地域自立支援協議会（以下「協議会」と言う。）の意義は、①相談支援を中心としたしょうがい者等への支

援体制の整備を図ること、②「人と人をつなぐこと」、「地域で暮らし続けられるまちを作るための仕組みを発案

して実働していくこと」、③「しょうがい福祉の関係者以外の人ともつながること」がある。 

協議会運営の特徴として、「要求や陳情を行う側と受け止める側」といった関係性ではなく、立場や経験や

職種の違う方たちが、同じテーブルに座って、一緒に汗をかきながら考え、知恵を出し合い、動いていくというこ

とにある。協議会に必要なことは「対立」ではなく「協働」である。「誰かがやってくれる」「〇〇がこのようにすべ

きだ」ではなく、「目的を達成するためにはどうすればいいのか」を協議会の構成員一人ひとりが主体的に自

分の頭で考えることが必要である。自分の所属の立場に拘束されず、無責任にならず、率直な話し合いができ

て、なにかが変わっていく夢や希望を持てる会議体にしていく意識をもって参加することが大切である。 

また、当事者が参画することで支援者同士では気づかない課題を顕在化できる場合があることを念頭にお

き、当事者が持つ思いこそがしょうがい者を支援する人々の最も重視するべきことであることを認識し、ともに

住みやすいまちを作っていく活動が協議会の特徴になる。 

現実的には多くの課題があるが、優先順位をつけて「できることから行っていき」、「具体的な協議や取り組

みを重ね、積み上げて」いくことから始めていきたい。 

 

 

2 目的・役割 

協議会は、この湖北地域に暮らしているしょうがいのある人たちが、住み慣れた環境で、また住みたい場所で、 

いきいきと暮らし、共に育ち学び働き続けられることを目指し、しょうがいのある人たちとその家族、及び教育医

療労働福祉その他携わる関係者が一緒になり課題を整理・協議して、解決していくものとする。そして、それを達

成していくために、障害者権利条約や障害者基本法をベースとした、湖北地域全体で包括するような社会モデ

ルのシステム・施策を立案し、推進していくことを目的とする。 
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3 組織構成図 

 

 

4 令和６年度の取り組み方針 

・ ３つの専門部会を課題ごとに３つの作業班に分け、令和５年度から継続する形で協議・取組みを

実施。 

・ 就労選択支援サービスプロジェクトについては、令和５年度に国のモデル事業を受諾した事業所を中心に

圏域の枠組みについて協議を実施。 

・ 地域生活塾プロジェクトについては、しょうがい当事者のエンパワメントを高める、地域生活塾を通してさま

ざまな体験を積み、しょうがい当事者が地域生活（実家からアパートへ、入所施設からＧＨへの移行を目

指し、自分の人生を主体的に送れることを目指し、プログラムを計画する。プログラムを実施するにあたり、

協議会の中の取組みでは人員・責任等限界があるため、地域生活塾が持続可能なものとするための仕

組みづくりを検討。 

・ 「誰もが住みよいまちづくり」活性化プロジェクト（仮称）（準備室：事務局）⇒４/１５曳山祭り等圏域で開

催されるイベントにおいて、福祉サービス事業所で制作・製造している商品を販売。また、販売等でのやり

とりを通じて、一般市民への啓発活動として実施。 

※各専門部会等の検討項目は、下記表 2、3、４を参照。 

・ 協議会の活動を見える化し積極的に発信（かわら版の発行、年間スケジュールの決定、ホームペ

ージの活用、会議録の掲載等） 

 

表１ 
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表2 

表3 
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Ⅱ 令和 6 年度自立支援協議会事務局機能（事務局会議/運営委員会） 

 

1 事務局会議 

  ■構成メンバー 

  会長：松本正志（CIL だんない） 

  副会長：４月～７月木村徹（長浜市視覚障害者協会）、8 月～３月美濃部裕道（CIL だんない） 

  しょうがい児者地域生活支援ネットワーク事業：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン） 

  しょうがい当事者代表：美濃部裕道（CIL だんない） 

  基幹相談支援センター：宮川和彦（湖北基幹相談支援センターふらっと） 

  行政（長浜市）：片山理絵/川瀬雄太（長浜市健康福祉部しょうがい福祉課） 

  行政（米原市）：上野高裕/宮元尚義（米原市くらし支援部障がい福祉課） 

  事務局：喜田知之/岸田美紀（湖北基幹相談支援センターふらっと） 

   

 ■活動実績 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 4 月 3 日 13：30～14：45 長浜まちづくりセンター3A 会議室 13 

第２回 5 月 1 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター2B 会議室 11 

第３回 6 月 5 日 13：30～15：05 長浜まちづくりセンター3A 会議室 11 

第４回 7 月 3 日 13：30～14：30 長浜まちづくりセンター3A 会議室 8 

第５回 8 月 7 日 13：30～14：55 長浜まちづくりセンター3A 会議室 9 

第６回 9 月 4 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター3A 会議室 10 

表4 
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第７回 10 月 2 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター3A 会議室 9 

第８回 11 月 6 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター3A 会議室 8 

第９回 12 月 4 日 13：30～15：15 長浜まちづくりセンター3A 会議室 11 

第 10 回 1 月 8 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 10 

第 11 回 2 月 5 日 13：30～14：45 長浜まちづくりセンター3A 会議室 9 

第 12 回 3 月 5 日 13：40～15：00 長浜まちづくりセンター3A 会議室 10 

 

2 運営委員会 

 ■構成メンバー 

  会長：松本正志（CIL だんない） 

  副会長：４月～７月木村徹（長浜市視覚障害者協会）、８月～３月美濃部裕道（CIL だんない） 

  しょうがい児者地域生活支援ネットワーク事業：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン） 

  しょうがい当事者代表：美濃部裕道（CIL だんない） 

  生活の充実部会長：西山和秀（湖北タウンホーム） 

  ライフステージ専門性部会長：川嵜誠一（湖北相談処すだち） 

  社会資源環境部会長：河井孝典（重症心身障害者通所施設えがお） 

  地域生活塾プロジェクト座長：野寺英里香（湖北相談処すだち） 

  就労選択支援サービスプロジェクト座長：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン） 

  基幹相談支援センター：宮川和彦（湖北基幹相談支援センターふらっと） 

  湖北健康福祉事務所：野中梓（長浜保健所地域保健福祉係） 

  長浜市社会福祉協議会：葛川豊（長浜市社会福祉協議会相談支援課） 

  米原市社会福祉協議会：田中雄一（米原市社会福祉協議会相談支援課） 

  行政（長浜市）：小嵜多代（長浜市健康福祉部しょうがい福祉課） 

  行政（米原市）：石河輝男（米原市くらし支援部障がい福祉課） 

  事務局：喜田知之/岸田美紀（湖北基幹相談支援センターふらっと） 
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■活動実績 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 ４月 17 日 13：30～14：50 長浜まちづくりセンター1C 会議室 11 

第２回 6 月 19 日 13：30～15：10 長浜まちづくりセンター1C 会議室 13 

第３回 8 月 21 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 16 

第４回 10 月 16 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 13 

第５回 12 月 18 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター多目的ホール 13 

第６回 2 月 19 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 12 

 

3 長浜市長および米原市長へ令和５年度活動報告書の提出 

■目的 令和５年度の協議会の活動報告書を両市長へ手渡す機会を通じて、両市長に協議会の活動を知っても 

らうこと、圏域の課題について今後も市と連携し、解決に向けた取組をしていくことを確認する機会とした。 

 

■長浜市長へ報告 

日時：令和６年６月５日（水）１０：００～１０：３０     場所：長浜市役所 ４階 市長応接室 

参加者：協議会 会長：松本正志（CIL だんない） 副会長：木村徹（長浜市視覚障害者協会） 

事務局メンバー：美濃部裕道（CIL だんない）、鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン） 

ライフステージ専門性部会長 ：川嵜誠一（湖北相談処すだち）、人材交流・人材確保プロジェクト会議座長：宮川

和彦（湖北相談支援センターふらっと）、事務局：喜田知之/岸田美紀 

 

長浜市長 活動報告概要 
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長浜市長へ報告書提出の様子 

 

 

■米原市長へ報告 

日時：令和６年７月３日（水）１6：００～１6：３０     場所：米原市役所 ４階 市長応接室 

参加者：協議会 会長：松本正志（CIL だんない） 事務局メンバー：美濃部裕道（CIL だんない）、 

鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン）、人材交流・人材確保プロジェクト会議座長：宮川和彦（湖北相談支援セ

ンターふらっと）、事務局：喜田知之/岸田美紀 
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米原市長 活動報告概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米原市長へ報告書提出の様子 
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４．かわら版の発行 

 協議会の活動を積極的に発信するため、昨年度から引き続いてかわら版を年３回発行し、構成団体等

へ送付した。 

＜かわら版 VOL.４＞（R6.7 月発行） 
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＜かわら版 VOL.5＞（R6.10 月発行） 
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＜かわら版ＶＯＬ.6＞（R7.3 月発行） 
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Ⅲ 令和６年度プロジェクト会議活動報告 

（別添書類②令和６年度長浜米原しょうがい者自立支援協議会部会報告書参照） 

 

1 就労選択支援サービスプロジェクト会議 

 ■目的 

  令和７年１０月から運用が開始される新たな障害福祉サービス「就労選択支援サービス」の圏域

内での適切な運用に向けての枠組みを構築するために実施した。大切にすることは、第一に当事者

の方に有効に活用されるものを作っていくことであると同時に、様々な視点から検討し、支援者が

無理なく運用できるものということである。今回のプロジェクトを通じ、福祉と就労、圏域を越え

て連携・協力が気軽にできる、そのきっかけになることの期待も込めている。 

  

 ■参画事業所等 

座長：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン）副座長：阿藤誠介（はたらき・くらし応援センターこほく） 

参画：（はたらき・くらし応援センターこほく/ワークスさぼてん/スマイルカレッジ/あっぷでーと

/就労ネットワーク滋賀/地域若者サポートステーション/長浜養護学校/ハローワーク長浜/ジョブ

リード/ハグウェル/ 相談支援事業所ピットイン/長浜市しょうがい福祉課/米原市障がい福祉課/湖

北基幹相談支援センターふらっと） 
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オブザーバー：奥田颯太朗（滋賀県障害福祉課） 

■活動実績 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 5 月 9 日 15：15～16：45 長浜まちづくりセンター１C 会議室 13 

第２回 6 月 13 日 15：15～17：00 長浜まちづくりセンター1Ｃ会議室 20 

第 3 回 7 月１１日 15：15～17：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 19 

第 4 回 8 月 8 日 15：15～17：00 長浜まちづくりセンター1Ｃ会議室 16 

第 5 回 9 月 12 日 15：15～17：00 長浜まちづくりセンター1Ｃ会議室 18 

第 6 回 10 月 10 日 15：15～17：00 長浜まちづくりセンター2AB会議室 14 

第 7 回 12 月 12 日 15：15～16：50 長浜まちづくりセンター1Ｃ会議室 15 

第 8 回 1 月 9 日 15：15～17：00 長浜まちづくりセンター1Ｃ会議室 16 

第 9 回 2 月 13 日 15：15～16：50 長浜まちづくりセンター1Ｃ会議室 12 

第 10 回 3 月 13 日 15：15～16：50 長浜まちづくりセンター1Ｃ会議室 16 

 

■会議の主な流れ 

1. 情報共有と現状把握: 制度概要説明、モデル事業の報告、先進事例紹介、アンケート調査結果共

有などを通じて現状を把握。他圏域の取り組みや国の動向についても情報収集を行い、湖北圏

域の現状に合わせた対応を検討。 

2. 課題の整理と解決策検討: 「みどりチーム(協議会運営に関わる部分)」と「きいろチーム(就労選

択支援サービスに関わる部分)」に分かれて協議を実施。各チームで出た意見や課題を整理し、

具体的な解決策を検討。 

3. 手引き作成: 協議内容を基に、関係機関向けの手引きを作成中。手引きの内容については、わか

りやすさ、網羅性、実用性を重視し、関係機関からの意見も反映させる。 

 

■みどりチームの協議内容とまとめ 

◎支援等調整会議: 主に福祉サービス未利用者等を対象に、関係機関が連携し多角的な視点から支援

ニーズを把握（アセスメント）するための会議。多様な背景を持つ方の就労支援ニーズを包括的に

捉えることを目指す。 

・課題: 本人の意向が反映されにくい可能性、開催頻度や選定基準の明確化、円滑な運営のための

体制構築、関係機関の役割分担、会議の情報共有方法、会議後の支援への繋ぎ方。 

・方向性: 行政(特に障害福祉課)がセルフプランの方のサポート役となり、新規ケースや多問題ケ

ース、長期のひきこもり、就労経験がない方等を対象。計画相談が担うべき役割を圏域

（協議会）でどう担うかを検討。必要に応じて、教育機関、医療機関、関係団体等を柔軟

に招集（協議会の専門部会に位置付けることを想定）。会議後、就労選択支援サービス利

用だけでなく、他の福祉サービス、地域活動、ボランティア等、多様な選択肢を検討。 

◎モニタリング会議: 就労選択支援サービス利用後の継続的な支援や関係機関との情報共有のための 

会議。切れ目のない支援を提供するため、関係機関が連携して継続的に支援状況を把握・ 

共有。 
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・課題: 計画相談がつかない場合の後追い体制の構築、会議の対象者選定基準、開催頻度、関係機

関の役割分担、効果的な情報共有方法、支援内容の見直しと調整。 

・方向性: 計画相談がついていない方のモニタリングを実施。希望者、行政が選定した方、支援課

題が生じている方等を対象に、関係機関と連携して課題解決。ステップアップ推進班を

拡大し、支援等調整会議と同日に開催することで、関係機関の負担軽減と効率的な情 

報共有。定期的な開催を原則とし、必要に応じて開催頻度を調整。 

◎その他: 計画相談の必要性と人員確保の課題、関係機関との連携強化、相談窓口の一元化、支援情

報の共有の方法、関係者機関への周知。協議会の役割を明確化し、圏域全体で就労支援を

推進するための体制整備を促進。 

 

■きいろチームの協議内容とまとめ 

◎アセスメント: 就労選択支援サービスを利用する上で、就労の可能性や課題、適性などを多角的に 

評価するためのアセスメントの実施。 

・課題: 様式・作業項目・評価基準の統一、本人・家族への説明方法、就労意欲の適切な評価、ア

セスメント結果の活用方法、アセスメント実施者のスキルアップ、評価結果を伝える際の

配慮。 

・方向性: 圏域で統一した様式・評価基準(数字化、グラフ化)を作成。JEED を参考に圏域独自の説

明用小冊子の作成について協議(特性に応じた配慮)。本人・家族の理解と納得を深める

ための丁寧な説明を心がけ、就労意欲だけでなく、生活状況、個性、強み等を多角的に

評価し、結果を次の支援に繋げていくものとする。 

◎ケース会議(個別・多機関連携): 個別支援計画作成のための情報共有や、関係機関との連携を図るた

めの会議。 

・課題: 参加機関の選定、開催頻度、情報共有方法、会議の効率化、多様なニーズへの対応。 

・方向性: 個別ケース会議は原則本人同席。必要に応じて関係機関を柔軟に招集し、多角的な視点

の導入。多機関連携会議は必要に応じて開催。情報共有ツールを活用し、効率的な情報

共有と円滑な連携を目指す。 

◎アセスメント結果の活用: アセスメント結果を基に、適切な就労支援サービスへの橋渡しを行う。 

・課題: 結果を本人へ伝える方法、次の支援への橋渡し、支給決定期間を越える場合の対応。 

・方向性: グラフ化など視覚的な表現を用いてわかりやすいものとする。社会資源情報も活用し、

多様な選択肢を提供。支給決定期間を越える場合は、多機関連携による会議で今後の支

援方針を検討。関係機関と連携し、切れ目のない支援を提供。 

■全体のまとめ: 

◎ 圏域全体で就労選択支援サービス利用者を支える体制づくりを目指す。関係機関が連携し、多様

なニーズに対応できる体制を構築。 

◎ 就労選択支援サービス事業所と協議会が役割分担し、計画相談がつかない方への行政のサポート 

を協議会が担っていく。計画相談の充実も図る予定。 

◎ 支援等調整会議、多機関連携会議を活用し、関係機関が連携して支援。会議運営の効率化と実効 

性を高めていく。 
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◎ 統一されたアセスメント、わかりやすい説明、継続的なモニタリングを実施。アセスメントツ

ールの改善と活用促進。 

◎ 手引きを作成し、関係機関への周知徹底を図っていく。 

 

2 地域生活塾プロジェクト会議 

■目的 

当事者サポーター推進班で実施してきた取り組み「地域生活塾」を圏域に必要な資源として位置づ 

け、今後も継続的に実施していくための手立て等を検討し、両市へ事業化の提案等を行っていく。 

 

■参画事業所等 

座長：野寺英里香（湖北相談処すだち） 

参画：（CIL だんない/障がい者相談支援センターほたる/マルチスイッチ/ふくらの森/湖北基幹相談

支援センターふらっと/相談支援事業所ピットイン/長浜市しょうがい福祉課/米原市障がい福祉課） 

  

 ■活動実績（定例会議）  

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 ４月 24 日 15：15～16：45 長浜まちづくりセンター１Ｃ会議室 8 

第 2 回 ５月 22 日 15：15～16：45 長浜まちづくりセンター１Ｃ会議室 8 

第 3 回 6 月 26 日 14：40～16：45 長浜まちづくりセンター１Ｃ会議室 6 

第 4 回 ７月 24 日 15：00～16：30 長浜まちづくりセンター１Ｃ会議室 8 

第 5 回 ８月 28 日 15：15～16：45 長浜まちづくりセンター１Ｃ会議室 7 

第 6 回 9 月 25 日 15：15～16：45 長浜まちづくりセンター１Ｃ会議室 7 

第 7 回 10 月 23 日 15：15～16：50 長浜まちづくりセンター１Ｃ会議室 10 

第 8 回 11 月 27 日 15：15～16：50 長浜まちづくりセンター１Ｃ会議室 9 

第 9 回 12 月 17 日 10：30～12：30 湖北会本部会議室 6 

第 10 回 1 月 22 日 15：15～17：00 湖北会本部会議室 9 

 

■活動実績（定例会議以外の活動） 

地域生活塾交流会 

目的：「地域生活塾」卒塾生の交流会を開催し、その中で「地域生活塾」を通して得た効果等評価情報を収集 

  対象：卒塾生２２人 

回 日時 場所 
卒塾生参加数

（人） 

運営スタッフ

（人） 

第１回 ６月１５日 1４：００～16：００ 湖北まちづくりセンター 8 ７ 

第２回 ７月 20 日１４：００～１６：００ 長浜まちづくりセンター 8 8 

 

■主な協議内容等（別添書類①地域生活塾プロジェクト提言書参照） 

1. 湖北地域生活塾の必要性について 

・当事者主体のニーズ: 障害のある当事者が、地域で自分らしい生活を構築する上で、自己決定に
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基づき、主体的に必要な情報収集やスキルを習得する機会が極めて重要。しかし、現実は自分自

身のペースで、じっくりと将来設計を考え、必要な支援サービスを吟味できる機会は不足してい

る。家族亡き後や、予期せぬ環境変化により、突然住まいの選択を迫られるケースも多く、十分

な準備期間がないまま、生活スタイルが大きく変化せざるを得ない状況が生じている。 

・エンパワメントを促す学び合いの場: 単なる情報提供に留まらず、同じ境遇にある仲間と交流し、

互いにエンパワメントし合える場が必要である。目標や思いを持つ塾生同士が共に学び合い、刺

激し合うことで、将来の生活に対する具体的なイメージを描き、新たな目標や自信を得られる。

地域生活に向けた不安や困難を共有し、支え合うコミュニティとしての役割も期待される。 

・地域資源の戦略的な活用: グループホーム等の住まいの場の選択肢は増えつつあるものの、障害

特性や個々のニーズに対応した多様な選択肢が十分に整備されているとは言い難い状況である。

また、障害年金等の限られた収入に依存せざるを得ない状況では、自分らしい暮らし方を具体的

にイメージし、実現に向けて行動を起こすことが難しい状況である。 

・真に包摂的な共生社会の実現: 共生社会の実現を目指す動きは加速しているものの、現実には制

度の狭間や社会的な偏見など、様々な障壁が存在する。働き方改革や人手不足、リスクマネジメ

ントの徹底など、事業所側の都合が優先される場面も少なくない。湖北地域生活塾も同様の課題

に直面しており、当事者主体の視点に基づいた、真に包摂的な地域社会の実現に向けた取り組み

が求められる。 

 

2. 湖北地域生活塾が抱える課題 

・脆弱な運営基盤、継続的な運営の仕組みと財源の確保: 責任の所在が曖昧であり、運営体制が不

安定になりがちである。専門的な知識やスキルを持つスタッフの確保が困難である上に、ボラン

ティアに頼らざるを得ない状況も散見される。運営に必要な費用（会場費、教材費、講師謝礼、

交通費等）も限られており、有志による持ち出しや、事業所の持ち出しに頼らざるを得ない状況

も多く、安定的な運営のための財源確保が急務だと思われる。 

・深刻化する人材不足、人材の確保と育成: 福祉人材の高齢化や、異業種への人材流出などにより、

湖北圏域全体で人材不足が深刻化している。地域生活塾の運営に携わる人材を確保すること自体

が難しく、専門的な知識や経験を持つ人材となるとさらに困難である。経験豊富な人材の育成も

課題であり、長期的な視点での人材育成計画が必要である。 

 

3. 実効性のある提言内容 

・明確な目的、自分らしい暮らし方や人生の歩み等を主体的に考える機会の提供: 障害当事者が、

自己決定に基づき、自分らしい暮らし方や人生の歩み方を主体的に考え、選択するための体験的 

な機会を保障する。地域生活に関する情報提供や相談支援に加え、生活スキル向上のための学習 

機会や、地域資源を活用した社会参加の促進等、包括的な体験の場を提供する。このような機会 

が当たり前に提供される地域社会の実現を目指し、湖北地域生活塾を地域に根差した社会資源と 

して確立する。 

・持続可能な運営体制の構築、市単独事業としての委託費を基盤とした運営: これまでの実績を踏ま 

え、令和 5 年度の実績をベースに、より詳細な費用概算を算出し、市単独事業としての委託費を
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確保。委託費を基盤とすることで、安定的な運営体制を構築し、継続的な事業展開を可能にする。 

・多様な人材の確保と活用、運営主体となる法人等の公募と、地域連携による人材プール形成: 運営

主体となる法人を公募し、運営ノウハウやリソースを持つ事業者に委託することで、専門性の高い

運営体制を確立。自立支援協議会との連携を強化し、圏域の事業所職員、ボランティア、学生等を

巻き込んだ人材プールを形成し、多様な人材が活躍できる機会を提供する。 

・地域社会への啓発と連携、理解促進と支援体制の強化: 湖北圏域の法人や企業等に対し、湖北地域

生活塾の意義や目的を積極的に発信し、理解を深めるための啓発活動を実施。企業との連携による

就労支援や、地域住民との交流イベントの開催等、地域社会全体で障害のある人を支える体制を構

築する。 

4. 協議会の戦略的役割 

・法と理念に基づく責務、障害者の自己決定と地域共生を支援: 障害者総合支援法、障害者権利条約

に基づき、障害のある人が、誰と、どこで、どんな風に暮らしたいかを自己決定し、地域社会で自

立した生活を送る権利を保障する。 

・包括的な社会モデル構築の推進、地域生活塾を中核とした戦略的展開: 湖北地域全体で包括できる

ような社会モデルを構築し、地域生活塾をその中核として位置づけ、地域生活支援体制の強化を図

る。 

 

5. 期待される多角的な利点 

・スタッフの専門性とスキルの向上、実践的な学びと成長の機会: 多様な専門職種やボランティアが、

地域生活塾の運営に携わることで、障害に関する知識や理解を深め、実践的なスキルを習得。多角

的な視点から課題解決に取り組むことで、自身の専門性を高めるだけでなく、チームワークやコミ

ュニケーション能力も向上する。 

・人材育成と確保への貢献、福祉分野への関心を喚起し次世代を育成: 地域の若者や学生が、ボラン

ティアとして地域生活塾に参加することで、福祉分野への関心を深め、将来的な福祉人材の確保に

繋げる。ベテランスタッフから若手スタッフへの知識や経験の伝承を促進し、次世代を担う人材を

育成する。 

・地域社会の活性化、共生社会の実現に向けた機運醸成: 地域住民が地域生活塾の活動に参画するこ

とで、障害のある人に対する理解を深め、共生社会の実現に向けた機運を高める。地域イベントへ

の参加や、地域住民との交流を促進し、地域コミュニティの活性化に貢献する。 

 

結論: 

湖北地域生活塾は、障害のある人が自分らしい人生を歩むための重要な基盤であり、地域社会全体

の包容力を高めるための必要不可欠な取り組みである。持続可能な運営体制を確立し、地域全体で支

え合う仕組みを構築することで、湖北地域における福祉の向上に大きく貢献する。本提言の実現に向

け、関係機関・団体との連携を強化し、地域社会全体で取り組むことを強く訴える。 
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３．「誰もが住みやすいまちづくり」活性化プロジェクト（仮称）準備室 

  ■目的 

地域に住んでいるしょうがい当事者の方の社会参加の機会を増やすこと、およびしょうがい福祉に関する啓発 

活動を目的とする。 

 

■開催方法 

イベント毎に協議会構成団体に周知し、参加事業所等を募って開催 

 

■参画事業所等 

世話役：高山徹/鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン）、 

参画：ＣＩＬだんない/Ｏｈａｎａ/サンサン/フォー・ユー/ワークスさぼてん/ひかり園 

 

  ■活動実積 

イベント 日時 場所 
参加数

（事業所） 

長浜曳山祭り ４月 15 日 7：00～16：30 長浜八幡宮境内一角 4 

長浜市支え合いの地域

づくりシンポジウム 

9 月 22 日 9：00～15：30 びわ文化学習センター（リュートプラザ） 4 

環境にやさしい日フェア 3 月 9 日 9：00～15：30 びわ文化学習センター（リュートプラザ） 3 

 

↓長浜曳山祭り 

 

 

 

 

 

 

↓長浜市支え合いの地域づくりシンポジウム 
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↓環境にやさしい日フェア 

 
 

Ⅳ 令和６年度専門部会活動報告 

1 生活の充実部会 

 ■目的 

 部会のテーマ【豊かな暮らし】を実現するために、「ステップアップ推進班」「当事者サポーター推

進班」「地域移行推進班」の３つの作業班それぞれの切り口から協議をおこない、作業班の活動状況

の共有と協議事項の整理。 

 

 ■参画事業所 

  部会長：西山和秀（湖北タウンホーム） 

  世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/障害児者地域生活ネットワーク支援事業） 

  参 画：（ステップアップ推進班/当事者サポーター推進班/地域移行推進班のメンバー） 

  

■活動実積 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

コア会議 ８月２日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 5 

第１回 10 月 30 日 13：30～15：30 長浜まちづくりセンター１C 会議室 11 

※コア会議：コアメンバー（部会長/座長）で会議内容等について打合せ 
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目的：各作業班の現在の協議内容や進捗状況を把握し、部会の中で協働できる部分についての検討や

協議の方向性の確認等を行うため開催。 

内容：各作業班座長より報告後、参加者からの質疑応答。その後、この部会のテーマである地域移行

の推進にあたって、「誰が」「何をしていくことが必要か」の意見やアイデアを KJ 法にて整理。 

 

↓意見交換の様子                                 ↓KJ 法にて整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）ステップアップ推進班 

■検討テーマ 

  ステップアップ推進班の活動目的は、就労支援事業所間で連携し、情報共有や事例検討、研修などを通して、

就労希望者の一般就労等への移行（ステップアップ）を促進することである。特に、就労に難しさを抱える利用

者に対して、より効果的な支援を提供するためのノウハウの共有や課題解決を目指す。 

 

■参画事業所等 

  座長：神田航平（ワークスさぼてん） 

参画：（ワークスさぼてん/フォーユー/障がい者相談支援センターほたる/ピットイン/あっぷでー

と/スマイルカレッジ/愛光園/長浜みなみ共同作業所/はたらき・くらし応援センターこほく/障害

者支援センターそら/つどい/ひかり園・輝湖里/ワークスさかた/リアファル/友愛ハウス・ワーク

センター絆/ハグウェル/Link/湖北基幹相談支援センターふらっと/米原市発達支援センター/ゆる

り/長浜市しょうがい福祉課/県障害福祉課） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 ４月 18 日 13：15～15：00 長浜まちづくりセンター２AB 会議室 19 

第２回 ５月 9 日 13：15～15：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 16 

第３回 ７月 11 日 13：15～15：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 20 

第 4 回 9 月 12 日 13：15～14：45 長浜まちづくりセンター1C 会議室 16 
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第 5 回 1 月 9 日 13：15～14：45 長浜まちづくりセンター1C 会議室 14 

第 6 回 3 月 13 日 13：15～14：30 長浜まちづくりセンター1C 会議室 16 

※すべての会議の開催前にコアメンバーで運営会議を実施 

■主な協議・活動内容 

1. 研修と情報共有 

• 就労支援サービスに関する研修の実施：就労選択支援サービスの概要、モデル事業の取り組み、支援の

ポイントなどについての学習。 

• 各事業所からの現状報告：事業内容、就労希望者の状況（就労意欲、生活基盤、就労準備状況など）、

直面している課題などを共有。 

• 就労支援に関する事例検討：成功事例、失敗事例などを共有し、支援のヒントを得る。 

 

2. 事例検討（ピカジップ法を活用） 

• 具体的な事例を基に、参加者間で多角的な視点から課題と解決策を検討。 

• ピカジップ法を用いることで、視覚的に情報を整理し、多様な意見を引き出し、参加者が気づきを得ること

により効果的な支援方法を探る。 

• 事例提供：各事業所が持ち回りで事例を提供。 

• ファシリテーター、板書は参加者の中から役割分担。 

 

 

 

 

 

■活動実績（定例会議以外の活動） 

〇研修会 

   令和７年１０月から開始される就労選択支援サービスについての理解を深め、圏域として適切に運用されるこ

とを考える機会として、ステップアップ推進班の中で開催。 

  日時：令和６年４月 18 日（木）13：15～15：00 

  場所：長浜まちづくりセンター2AB 会議室/オンライン 

  内容：就労の開始・継続段階の支援における地域連携の実践に関するモデル事業の実施について 

  講師：滋賀県障害福祉課 奥田颯太朗氏 

  参加者：19 人 

 

• 企業見学：就労希望者や支援者に、企業の現場を見学する機会を提供し、就労へのイメージの具体化。 

• 求職情報の共有：はたらき・くらし応援センターと連携し、最新の求人情報を共有。 

• ピアサポート：ピアサポーターの活用による支援の可能性を検討。 

 

■ 次年度の取り組み 

• 個別事例を通じた一般就労等へのステップアップへの支援やフローの共有を実施。 

※ピカジップ法とは…事例提供者の提出した簡単な事例資料をもとに、ファシリテーターと参加者が協力して参加者の力を最大限に

引き出し、その経験と知恵から事例提供者に役立つ新しい取組みの方向性や具体的なヒントを見出していくプロセスを学ぶグループ

体験のこと（村山正治・中田行重「新しい事例検討会放 PCAGIP 入門パーソン・センタード・アプローチの視点から」抜粋）   
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• 就労選択支援サービスの中でセルフプランの方（本来は計画相談が担うべき役割）を地域（協議会）と

してどう担うかを整理し、ステップアップ推進班としての役割を明確にし、実行していく。 

 

これらの協議を通して、各事業所が抱える課題を共有し、解決策を共に模索することで、就労希望者のステップ

アップに向けた支援体制の強化を目指す。 

 

（２）当事者サポーター推進班 

■検討テーマ 

  当事者支援の核となるピアカン（※）の意義や手法を、支援者へ広く周知し、当事者主体となる

支援の質向上と当事者にとってより良い支援環境を構築することを目的とする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■参画事業所等 

座長：宮部久美（長浜市しょうがい福祉課）副座長：饗庭大聖（米原市障がい福祉課） 

参画：（CIL だんない/湖北相談処すだち/障がい者相談支援センターほたる/相談支援事業所ピット

イン/ふくらの森/マルチスイッチ/湖北基幹相談支援センターふらっと/米原市障がい福祉課/長浜

市しょうがい福祉課） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 ４月 24 日 13：30～14：50 長浜市役所 1C 会議室 11 

第２回 5 月 22 日 13：30～14：45 長浜まちづくりセンター1C 会議室 9 

第３回 6 月 26 日 13：30～14：30 長浜まちづくりセンター1C 会議室 5 

第４回 7 月 24 日 13：30～14：30 長浜まちづくりセンター1C 会議室 9 

第５回 8 月 28 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 7 

第 6 回 9 月 25 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 11 

第 7 回 10 月 23 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 11 

第 8 回 12 月 25 日 13：30～14：20 長浜まちづくりセンター1C 会議室 7 

第 9 回 2 月 26 日 13：30～14：30 長浜まちづくりセンター２AB 会議室 8 

※すべての会議の開催前にコアメンバーで運営会議を実施 

 

■主な協議・活動内容 

(1) ピアカン研修会の開催 

目的：本人の意思決定を支援する際の支援者としての基本的な姿勢や考え方をピアカウンセリング

※ピアカンとは…ピアカウンセリングを省略したもの。ピアカウンセリングとは、1970 年代初めアメリカで始まった自立生活運動の中でスタ

ートした。しょうがいをもつ当事者自身が自己決定権や自己選択権を育てあい、支え合って、隔離することなく、平等に社会参加していくこと

を目指す。ピア・カウンセリングとは、自立生活運動における仲間（ピア）への基本姿勢のようなもので、お互いに平等な立場で話を聞き合 

い、きめ細かなサポートによって、地域での自立生活を実現する手助けをすること（全国自立生活センター協議会ホームページより抜粋）   
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の視点を通じて、参加者自らが気づくことを目的に開催。 

日時：令和６年１１月 8 日（金）13：30～15：30 

 場所：長浜まちづくりセンター多目的ホール 

 内容：ロールプレイング、体験談共有、質疑応答など、多様な手法を用いてピアカンに関する理解を深める 

プログラムを設計。ロールプレイングでは、専門家、友人、傾聴、ピアカン、それぞれの立場の違いを演 

じることで、より実践的な学びの場を提供。 

 講師：美濃部裕道氏（CIL だんない） 

 参加者：12 人 

  

 

(2) ピアカン活動の場について 

・事業所内でのピアカン活動: 研修内容を踏まえ、事業所内で広義のピアカン活動をどのように展

開していくか、具体的な方法を協議。既存の自治会活動との連携や、新たな活動の立ち上げなど

を検討。 

・地域生活塾・ふくらの森との連携: 地域生活塾のプログラムへのピアカン活動の導入や、ふくら

の森自治会との連携協力について、実現可能性や具体的な連携方法を協議。 

 ■課題 

・ ピアカンに関する理解不足：ピアカンという言葉自体を知らない、またはその意義や手法について十分に理

解していない支援者がいることが課題として認識された。 

・ 支援者の意識改革：支援者が良かれと思って行っている支援が、時に当事者の主体性を奪ってしまっている
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ケースがあることが課題として挙げられた。支援者の意識改革を促す必要がある。 

・ ピアカン活動の場の不足：ピアカンを実施するための適切な場所や時間の確保が課題となっている。ピアカ

ン活動を広げていくためには、活動の場を確保するための取り組みが不可欠である。 

・ ピアカンとピアサポーターの違い：ピアカンとピアサポーターの違いを明確化し、それぞれの役割を整理する

必要がある。 

■今後の取り組み 

  ・ 研修会の継続実施と内容充実：今年度の研修会参加者からのフィードバックを参考に、研修内容をさらに充 

実させ、継続的に実施していく。より多くの支援者にピアカンを学んでもらう機会を提供。 

・ 事業所との連携強化：事業所と積極的に連携し、研修で得た学びを現場で実践できるような支援体制を構 

築。ピアカン活動を定着させるための協力を促す。 

・ ピアカン活動の場の開拓：事業所内だけでなく、地域社会全体でピアカン活動の場を広げていくために、新 

たな場の開拓や既存の資源の活用を検討。 

・ ピアカンに関する情報発信：ピアカンの意義や効果に関する情報を積極的に発信し、当事者や支援者、地域

住民の理解を深める啓発活動を実施。 

・ 関係団体との連携：県等のピアサポーター養成研修事業との連携や、他の地域で活動しているピアサポータ

ー等さまざまな障害種別のピアサポーターとの交流などを検討し、活動の質向上を目指す。 

 

以上のように、研修会の実施や、ピアカンに関する理解促進、活動の場の開拓、関係機関との連携強化など、 

多岐にわたる活動を通して、当事者主体の支援体制の構築を目指していく。 

 

（３）地域移行推進班 

■検討テーマ 

 ・しょうがい当事者の地域移行の壁となる金銭面の課題に対する施策等の検討 

 ・個別ケースを通じて、圏域として地域移行を推進する取組み 

■参画事業所等 

座長：笠松賢一（あそしあ） 

参画：（CILだんない/相談支援事業所ピットイン/障害者支援センターそら/湖北タウンホーム/湖北

健康福祉事務所/滋賀県地域定着支援センター/セフィロト病院/湖北基幹相談支援センターふらっ

と/長浜市しょうがい福祉課） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 5 月 21 日 13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター会議室 A 10 

第２回 7 月 16 日 13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター会議室 A 9 

第３回 9 月 17 日 13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター会議室 A 10 

第４回 11 月 19 日 13：30～15：00 湖北まこも 11 

第５回 1 月 20 日 13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター会議室 AB 9 
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■主な協議・活動内容 

◎入所施設等の見学: 前年に引き続き（湖北タウンホーム、あそしあ、ソーシャルインクルー長浜

大寺町）、湖北まこもの見学を実施し、施設の現状や地域移行の課題について把握。 

◎地域移行を推進するための方策の検討: 地域移行が進まない要因の一つとして金銭的な課題が大

きいことが明らかになった。そこで、他自治体の家賃補助制度の事例(小田原市、宝塚市、船橋

市)を参考に、地域移行を促進するための金銭的支援のあり方について議論を行った。 

◎地域移行における課題の整理: これまでの議論を整理し、論点の整理を行った。住まいの確保、

就労支援、地域における支援体制の構築など、多岐にわたる課題が明らかになった。 

◎モデルケースの検討: 地域移行を検討している具体的なケースを共有し、モデルケースとして地 

域移行の課題や支援策を検討することを目指したが、具体的な事例の共有には至らなかった。 

 

■議論のポイント 

◎金銭的支援の必要性: 地域移行に伴う金銭的負担の軽減は、地域移行を促進する上で重要な要素 

であり、家賃補助制度の拡充や、公営住宅の活用など、具体的な方策について検討が必要である。

具体的には、社会参加援助金（長浜市）などを地域移行に関する補助金として活用することなど

の議論を行った。 

◎就労支援や日中活動の場の重要性: 地域生活を安定させるためには、就労支援が不可欠である。

当事者性を活かした仕事やピア活動、地域における雇用機会の創出など、多様な就労支援策の検 

 討が必要だと考える。 

◎地域における支援体制の構築: 地域で安心して暮らせるためには、相談支援、医療、生活支援な

ど、多様なサービスを提供する支援体制の構築が必要であり、関係機関との連携強化や、地域住 

民の理解促進が重要である。 

◎入所施設の役割: 入所施設や GH は、地域移行を支援する役割も担っている。地域移行に向けた

準備や、地域生活への移行後の支援なども具体的に検討が必要である。 

◎地域移行のメリットの情報提供: 地域移行のメリットを積極的に発信し、地域生活への関心を高

めることが重要である。 

 

■今後の展望 

・金銭的支援策の具体化: 家賃補助制度の内容や対象者、財源など、具体的な内容について検討を

進めていく。 

・就労支援策の検討: 当事者性を活かした仕事や、地域における雇用機会の創出など、具体的な就

労支援策について検討を進めていく。 

・地域における支援体制の構築に向けた取り組み: 関係機関との連携強化や、地域住民の理解促進

に向けた取り組みを進める。 

・モデルケースの検討: 地域移行を検討している具体的なケースを共有し、モデルケースとして地

域移行の課題や支援策を検討する。 

・情報発信の強化: 地域移行に関する情報を積極的に発信し、地域生活への理解を深めてもらうた

めの取り組みを強化していく。 
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地域移行推進班は、今後も関係機関と連携しながら、地域移行を推進するための取り組みを進め、

地域で安心して暮らせる社会の実現に向けて、協議検討していく。 

↓ほっぷる見学会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ライフステージ専門性部会 

■目的 

部会のテーマ【人・制度つくり】を実現するために、「学齢期班」「専門的人材班」「成人高齢班」

の３つの作業班それぞれの切り口から協議をおこない、作業班の活動状況の共有と協議事項の整理。 

 

 ■参画事業所 

  部会長：川嵜誠一（湖北相談処すだち） 

  世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/障害児者地域生活ネットワーク支援事業） 

  参画：（学齢期班/専門的人材班/成人高齢班のメンバー） 

 

 ■活動実積 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

コア会議 ９月３日 10：30～12：00 地域福祉センター３A 会議室 5 

第１回 1１月１８日 10：00～12：00 長浜まちづくりセンター多目的ホール 10 
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（1）学齢期班 

■検討テーマ 

「発達に課題のある子どもとその家族に対する切れ目のない支援体制の構築」を目的として活動。協 

議する上で大切にしている視点は「こどものアドボカシー」であり、その視点を中心にしながら、下

記のテーマを検討。 

・乳幼児期から学齢期の関係機関の主導役、サービス調整における課題について 

・家族支援（子育て支援、ペアレントメンター） 

・進路場面での合理的配慮について 

 

■参画事業所等 

座長：川嵜誠一（湖北相談処すだち） 

参画：（湖北地域障害者生活支援センター「あ～と」/フォーラムまこと/CIL だんない/長浜市教育セ

ンター/長浜市発達支援室/米原市発達支援センター/長浜市相談支援事業所/ こども療育センターい

ちご園/米原市児童発達支援センターてらす/ふくしあ/スポーツひろばアクト NEXT/あっぷでーと/

湖北基幹相談支援センターふらっと/長浜市しょうがい福祉課/相談支援事業所ピットイン/滋賀県発

達障害者支援センター/長浜市議会議員） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 参加数（人） 

第１回 ４月 30 日 10：00～11：45 長浜市民交流センターふれあいホール 17 

第２回 ６月 2４日 10：00～11：30 長浜まちづくりセンター1B 会議室 13 

第３回 ９月 4 日 10：00～11：30 長浜まちづくりセンター1C 会議室 14 

第４回 10 月 25 日 10：00～11：30 長浜市民交流センターふれあいホール 15 

第 5 回 12 月 12 日 10：00～11：40 長浜市民交流センターふれあいホール 13 

 ※すべての会議の開催前にコアメンバーで運営会議を実施 

■主な協議・活動内容 

◎関係機関との連携強化と現状把握 

長浜市、米原市の教育委員会、障害福祉担当課、発達支援センター、福祉事業所、相談支援事業 

所、医療機関、療育機関、養護学校関係者など、多様な関係機関との情報交換と連携強化を図った。

特に、長浜市健康推進課と米原市健康づくり課の取り組みについて詳細な説明を受け、他機関との

連携について具体的な検討を行った。 各機関の担当者へのヒアリングを通して、それぞれの役割、

連携状況、課題を詳細に把握することができた。 

 

◎課題の抽出と分析 

関係機関との情報交換、ヒアリング、およびこれまでの活動記録を基に、以下の主要な課題が明

らかになった。 

・相談窓口の不明確さ: 保護者が適切な相談窓口を見つけにくい、窓口が多すぎて混乱しやすい。 

・関係機関間の連携不足: 情報共有や連携が不足し、切れ目のない支援が難しい。 

・保護者の孤立感: 情報不足や相談しづらい状況（どんなことを相談したら良いかわからない） 
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から、保護者が孤立しがち。 

・専門性の不足: 個々のケースに合わせた専門的な支援が不足。 

 

・解決策の検討：上記課題に対して、KJ 法を用いたグループワークやブレインストーミング等を 

通して、具体的な解決策を検討した。主な内容は、ワンストップ相談窓口の設置、コーディネ 

ーターの配置、ペアレントメンター制度の導入、関係機関間の情報共有システム構築、保護者 

向け広報活動の強化などを検討。それぞれの解決策に対して、誰が、どのような方法で、どの 

ように評価していくのか、といった具体的な計画をこれから検討していく。 

◎課題 

今年度の活動を通して、いくつかの課題が明らかになった。 

・関係機関との連携強化の継続: 関係機関との連携は、継続的な努力が必要であり、より密接

な連携を実現するため、定期的な会議や必要に応じて合同研修等を実施する必要がある。 

・人材確保と育成: コーディネーターやペアレントメンターなど、新たな人材の確保と育成が

不可欠であり、既存の人的資源の活用方法を検討する必要がある。 

・周知徹底:相談窓口の周知徹底を図るための広報活動の強化が必要である。 

 

■ 今後の方向性 

今後の活動は、以下の 2 点を中心に展開していく予定。 

◎関係機関との連携強化の継続: 定期的な会議や合同研修などを継続的に実施し、関係機関との連

携をより一層強化していく。  

◎人材育成と体制整備：コーディネーターやペアレントメンターが活躍できる圏域となるためには

何が必要かを検討し、具体的な施策等への反映を目指す。 

 

■まとめ 

今年度は、関係機関との連携強化、課題の明確化、解決策の検討について協議を行った。しかし、こ

れらの成果を社会実装し、効果を上げていくためには、継続的な努力と関係機関との緊密な連携が不可

欠である。今後も発達に課題のある子どもとその家族を支える、より強固で切れ目のない支援体制の構

築を目指していく。 

最後に、学齢期班で大切にしている「こどものアドボカシーの視点」について、班活動の中でペアレ

ント・メンターやコーディネーターといった役割が議論されており、これらは「こどものアドボカシー」

を担う存在として期待されている。これらの役割を明確化し、育成・配置することで、子どものニーズ

を的確に捉え、適切な支援につなげる体制構築を目指している。子どもの意思を代弁し、支援を調整す

る存在が不可欠である。 
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↓グループワークの結果を共有している様子 

 
 

（2）専門的人材班 

 

■検討テーマ 

自立支援協議会ライフステージ専門性部会専門的人材班は、圏域における専門的人材の育成・活用

促進、支援の質の向上を目的として活動。 

専門的人材班は、以下の 2 つのグループに分かれて活動を実施。 

◎セラピスト G：医療系専門職（セラピスト※）と福祉現場の連携強化、セラピストの知見活用に

よる支援の質向上を目指すための取組みについて協議。 

◎発達 G：発達障害のある方の支援に携わる人材の育成、支援体制の構築を目的とした。 

 

 

 

■参画事業所等 

座長：井下山貴（ライフまいばら） 

参画：（湖北相談処すだち/ひだまり/いぶきやま/ひかり園/ふくしあ/県発達障害者支援センター/

滋賀県立リハビリテーションセンター/湖北基幹相談支援センターふらっと/長浜市しょうがい福祉

課/相談支援事業所ピットイン/長浜市発達支援室） 

※セラピストとは…治療や療法を行う人のこと。療法士、治療士。PT（理学療法士）、OT（作業療法士）、ST（言語療法士）等。（出典：

デジタル大辞泉） 
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■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 5 月 29 日 10：30～12：00 北郷里まちづくりセンターAB 会議室 12 

第２回 7 月 23 日 10：30～12：00 北郷里まちづくりセンターAB 会議室 11 

第３回 9 月 24 日 10：30～12：00 北郷里まちづくりセンターAB 会議室 17 

第 4 回 11 月 12 日 10：30～12：00 北郷里まちづくりセンターAB 会議室 14 

第５回 1 月 28 日 10：30～12：00 北郷里まちづくりセンターAB 会議室 11 

第 6 回 3 月 4 日 10：30～12：00 北郷里まちづくりセンター多目的ホール B 10 

※すべての会議の開催前にコアメンバーで運営会議を実施 

■各グループの活動内容 

◎セラピスト G 

課題： 医療系専門職への相談のハードルの高さ、セラピストの役割の認知不足、福祉現場における 

リハビリテーションのノウハウ不足。 

活動内容： 

・圏域のセラピストの現状把握とニーズ調査のため、懇談会（「湖ほっ子リハの会」）を開催

（2024 年 10 月）。23 名のセラピストが参加し、活発な意見交換が行われた。 

・懇談会で得られた情報に基づき、事業所職員向け研修会の企画・開催を検討。研修内容はセラピ

ストの役割理解、具体的な事例紹介、日常の支援に活かせる簡単な工夫などを盛り込む予定。 

・福祉現場の声をまとめセラピストにフィードバックすることで、双方のニーズのマッチングを図

る。 

・今後の展望：福祉現場とセラピストの継続的な連携体制構築、相談しやすい仕組みづくり。 

 

◎発達 G 

課題：発達障害のある方の支援に特化した人材育成、発達障害者支援体制の現状把握、発達障害者 

支援ケアマネジャーの活用促進。 

活動内容： 

・圏域の事業所を対象に、発達障害に関する研修受講状況、発達ケアマネの活用状況などに関す 

るアンケート調査を実施（2024 年 10 月～11 月、別添書類③ライフステージ専門性部会専門

的人材班発達 G アンケート結果まとめ参照）。 

・アンケート結果を分析し、圏域の現状把握、研修ニーズや発達ケアマネ活用における課題の明 

確化を図る。 

・分析結果に基づき今後の研修内容の検討、発達ケアマネの活用促進に向けた取り組みを検討中。 

 

今後の展望： 圏域内での発達障害支援に関する中核的人材の育成、発達ケアマネの活用促進による

発達障害のある方への切れ目のない支援体制の構築。 

 

【全体を通しての成果と課題】 

◎成果： セラピスト G は懇談会を通してセラピストのニーズや課題を把握、発達 G はアンケート
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調査により現状把握と課題が明確になった。 

◎課題： セラピスト G は研修内容の具体化と実施体制の構築、発達 G は分析結果に基づいた具体

的な取り組みの検討が必要。 

【今後の活動方針】 

・各グループの活動を着実に進め、具体的な成果につなげていく。 

・全体で情報共有を密にし、相乗効果を高めていく。 

・関係機関との連携を強化し、活動の推進を図る。 

 

【おわりに】 

専門的人材班は今後も圏域における専門的人材の育成・活用促進に尽力し、支援の質の向上に取り

組んでいく。 

 

↓発達 G のアンケート結果集計結果より抜粋 

 

 

（3）成人高齢班 

■目的・検討テーマ 

 高齢化する障害者の増加という喫緊の課題に対し、障害福祉サービス事業所における高齢化の実態

把握、関係機関との連携強化、そして高齢障害者のより良い生活を支えるための施策検討を目的に活

動。 

 

■参画事業所等 

座長：氏原優（ほおずき作業所）/副座長：曽我英男（ふくらの森） 

参画：（湖北相談処すだち/いぶきやま/ゆるり/ひかり園・輝湖里/友愛・絆/湖北基幹相談支援セン

ターふらっと/あそしあ/プラス P/障害者支援センターそら/長浜市しょうがい福祉課/相談支援事業

所ピットイン） 



33 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 5 月 10 日 10：30～12：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 11 

第２回 7 月 12 日 10：30～12：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 9 

第３回 9 月 13 日 10：30～12：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 10 

第４回 11 月 8 日 10：30～11：45 長浜まちづくりセンター1AB会議室 11 

第５回 1 月 10 日 10：30～12：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 8 

第６回 3 月 7 日 10：30～12：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 5 

 ※すべての会議の開催前にコアメンバーで運営会議を実施 

 

■主な協議・活動内容 

（１）高齢障害者支援に関する実態調査 

高齢障害者の現状を把握するため、圏域内障害福祉サービス事業所（主に通所事業所）を対象と

したアンケート調査（別添書類④ライフステージ専門性部会成人高齢班アンケート結果まとめ参

照）を実施した。アンケート項目は、利用者の年齢構成、ADL、介護保険サービスの利用状況、

事業所の設備状況、職員のスキル、他職種連携の状況など多岐に渡り、高齢化に伴う課題を多角

的に捉えることを目指した。 

 

（２）アンケート結果に基づく検討会 

アンケート調査の結果を基に、複数回の検討会議を開催。検討会議では、以下の項目について議

論を行い、今後の取り組みの方向性を示すことができた。 

※詳細は別紙【事業所における利用者の高齢化実態把握とその課題について】を参照。 

・実態の把握: アンケート結果から、高齢障害者の増加、介護保険サービスとの連携の難しさ、

事業所における人的・物的資源の不足など、様々な課題が浮き彫りになった。 

・課題の分析: 具体的な課題を分析し、高齢障害者の生活を支える上で必要な支援内容や、関係

機関との連携強化の必要性を確認した。 

・今後の取り組みについて: 関係機関との連携強化、研修会の開催、高齢障害者のニーズに対応

した新たな支援サービスの検討など、具体的な今後の取り組みを検討した。 

・圏域の事業所における高齢化の実態調査（アンケート）を実施し、その結果からみえてくる圏

域の課題について協議・検討を行う。 

  ・まずは実態調査の質問項目や内容を検討し、調査に向けての準備をすすめる。 

■今後の展望 

本年度の活動を通して、高齢障害者の増加という課題に対して、関係機関と連携しながら、効果的な支援体制

を構築していく必要性が改めて認識された。今後、以下の活動に取り組む。 

・アンケート調査の結果を踏まえ、より具体的な支援策を検討する。 

・関係機関と連携し、高齢障害者支援に関する研修会を開催する。 

・高齢障害者のニーズに対応した新たな支援サービスの開発・提供を目指す。 

■ まとめ 
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本年度は、高齢障害者の増加という喫緊の課題に対し、実態調査や関係機関との連携を通して、具体的な課

題の把握と今後の展望を明らかにすることができた。今後も継続的な取り組みを通して、高齢障害者の生活の質

の向上に貢献していきたい。 

 

↓アンケート集計結果より抜粋 
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3 社会資源環境部会 

■目的 

部会のテーマ【まちづくり】を実現するために、「住む」「暮らす」なかで不安を抱える人たちが安

心して生活できるように地域啓発や地域とともに活動。そのためにも「権利擁護虐待防止班」「重介

護医療ケア検討班」「あるべき姿検討班」の３つの作業班それぞれの切り口から協議をおこない、作

業班の活動状況の共有と協議事項の整理。 

■参画事業所 

  部会長：河井孝典（重症心身障害者通所施設えがお） 

  世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/障害児者地域生活ネットワーク支援事業） 

  参 画：（権利擁護虐待防止班/重介護医療ケア検討班/あるべき姿検討班のメンバー） 

■活動実積 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

コア会議 8 月 2 日 15：30～17：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 6 

コア会議 ９月 24 日 16：30～17：30 オンライン会議 5 

 

■現地視察研修 

   目的：他圏域における事例を現地視察し、より学びを深め、各作業班の今後の活動にいかす。 

   日程：令和７年１月２０日（月） ８：３０～１７：３０ 

   視察先：社会福祉法人やまなみ会 やまなみ工房（甲賀市甲南町） 

社会福祉法人瑠璃光会  障がい者支援センターかがやき（甲賀市水口町） 

社会福祉法人しが夢翔会 多機能型地域生活支援拠点 G-square（大津市石山千町） 

参加者：9 人 

     ↓やまなみ工房見学の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ↓障がい者支援センターかがやき見学の様子   ↓多機能型地域生活支援拠点 G-square 見学の様子 
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      視察後の振り返り 

   日時：令和７年２月 14 日（金）13：30～15：00 

   場所：長浜まちづくりセンター１C 会議室 参加者：５人 

  内容：現地視察研修の学びや圏域へのフィードバック、今後の取り組みについて意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）権利擁護・虐待防止班 

■検討テーマ 

 湖北地域において、障害者差別解消や権利擁護、虐待防止・合理的配慮の提供の視点から、誰も排 

除されないまちづくりをテーマに協議・検討、地域へ出向いての活動を通じ、しょうがい者への差別 

解消や権利擁護の啓発等の取組みを行う。地域住民へのアプローチや支援者向け虐待防止研修の開催 

等を通じて、風通しのよい職場環境づくりや支援の質の向上のための人材育成を行う。 

 

■参画事業所等 

座長：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン） 

参画：（ひかり園・輝湖里/ひかり福祉会 GH/マルチスイッチ/えがお/湖北基幹相談支援センターふ

らっと/あそしあ/湖北地域障害者生活支援センター「あ～と」/CIL だんない/長浜市民生委員児童

員協議会/米原市権利擁護センター/長浜市権利擁護センター/大空ひだまり/長浜市しょうがい福祉

課/米原市障がい福祉課/長浜市議会議員） 
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■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 4 月 25 日 13：30～15：15 長浜まちづくりセンター1B 会議室 13 

第２回 5 月 23 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 13 

第３回 6 月 27 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 12 

第４回 7 月 25 日 13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター会議室 A 10 

第５回 8 月 29 日 13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター会議室 A 12 

第 6 回 11 月 28 日 13：30～15：00 神照まちづくりセンター会議室 A 10 

第 7 回 12 月 20 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 11 

第 8 回 1 月 23 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 9 

第 9 回 2 月 27 日 13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター会議室 A 12 

第 10 回 3 月 27 日 13：30～15：00 神照まちづくりセンター会議室 A 12 

 

■協議内容・活動（定例会議以外の活動） 

◎タウンウォッチ 

目的：障害のある方だけでなくすべての人が利用しやすい施設や店舗の情報収集および国スポ・障ス

ポ開催を見据え、県「共生社会サポーターステッカー」の普及促進。 

＜第１弾＞ 

長浜駅周辺の重点区域を中心に、飲食店を中心に訪問し県の取り組み（県共生社会サポータース

テッカー※）の啓発協力や国スポ・障スポに向けての意識啓発を通じて、地域の現状を把握。 

班 日時 調査エリア 参加者（人） 

１班 ５月２２日 1０：００～1２：００ 長浜城周辺 ３ 

２班 ５月２０日１0：００～１２：００ 長浜駅周辺 ５ 

３・４班 ５月１７日１０：００～１２：００ 駅前通り南側および黒壁スクエア周辺 ５ 

 

 

 

 

＜第２弾＞ 

米原駅周辺の重点区域を中心に、飲食店を中心に訪問し県の取り組み（県共生社会サポータース

テッカー※）の啓発協力や国スポ・障スポに向けての意識啓発を通じて、地域の現状を把握。夕方

の時間帯に長浜駅黒壁周辺の地域のタウンウォッチも実施。 

日時 班 
調査エリア 

参加者

（人） 

令和６年１０月 24 日 14：00～15：30 ３班 米原駅周辺 東口エリア 7 

4 班            西口エリア 6 

令和６年１０月 24 日 16：30～18：00 ３班 長浜駅周辺 南側エリア 7 

４班            黒壁エリア 6 

・具体的な方法：３班体制で、各店舗等のスロープの勾配、トイレの使いやすさ、道路の段差などのバ

※滋賀県共生社会サポーターステッカーとは…滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例第４条第２項に基づき、共生条例の理念

等更なる普及等を図り、障害者への合理的配慮の提供を促進するため、共生条例の理念等に共感する者が、共生社会サポーターとし

て、当該理念等に沿って積極的に取り組んでいく意思を対外的に表明するもの。 
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リアフリー状況の調査結果を班員内のオープンチャットにて共有。 

・訪問店舗に「共生社会サポーターステッカー」の普及啓発。 

調査結果の主な課題： 

・施設のスロープが急勾配で危険な箇所があった。 

・車いす利用の想定がない店舗が多く入口段差が課題。 

・夜間は道路の段差や暗さが危険であり、追加調査の必要性も考えられた。 

改善活動： 

・共生社会サポーターステッカーの申請手続き簡略化を県に提案した。 

・米原市役所多目的トイレのドアに使いにくさがあり、改修を提案 → 改修が実施された。 

 

↓タウンウォッチの様子 
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◎虐待防止研修会（湖北基幹相談支援センターふらっと共催） 

 日時：令和６年 11 月 22 日（金）13：30～15：30 

 場所：米原市役所コンベンションホール 

 内容：①講演「しょうがいのある方と共生するまちづくり～支援者として必要な心構えについて～」 

講師：特定非営利法人ふぃーる工房統括 新井在慶氏   

②グループに分かれて意見交換 

参加者：47 人 

参加者アンケートからは「現場の悩みを共有できた」「支援の見直しに役立つ」との声が寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎虐待防止センターとの連携強化： 

・毎年、長浜市・米原市の虐待防止センターによる報告会を開催。 

・近年、計画相談員からの通報が増加し、20 代の被虐待が多い傾向。 

・性虐待の終結方法について、学習機会の提供が必要との意見が出た。 

・事例分析を通じ、より適切な支援体制の確立を目指すことの必要性を認識した。 

◎湖北版自己チェックシートの作成・活用 

・虐待の予防と支援の質向上を目的に、湖北圏域版自己チェックシートを作成。 

・チェックシート導入後、モデル事業所で試験運用を実施予定。 

・自己チェックを通じ、支援者自身の気づきを促し、虐待防止につなげることを目指す。 

 

■次年度について 

〇タウンウォッチを継続し、バリアフリー環境の改善を目指す 
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・重点整備エリアを拡大し、観光施設や宿泊施設も対象にしていく。 

・調査結果を行政と共有し、改善策について検討。 

〇虐待防止のさらなる強化 

・湖北版自己チェックシートの試験的導入（様式だけでなく、研修プログラムも検討）。 

・支援者の意識向上を図るための取組みも実施予定。 

今年度はバリアフリー環境整備と虐待防止に重点を置き、タウンウォッチ活動や自己チェックシートの導入につ

いての検討を進めた。虐待防止研修を通じて、支援者の意識向上にも取り組んだ。今後も調査結果を行政と共有

し、改善策を推進していくとともに、地域の支援体制の充実を目指す。 

（2）重介護医療ケア検討班 

■目的・検討テーマ 

湖北圏域に住む重介護及び医療ケアを必要とする方達の地域生活の充実 

 

■参画事業所等 

座長：近藤真美（重症児者相談支援センターてくてく） 

参画：（えがお/かけはし/湖北基幹相談支援センターふらっと/CILだんない/滋賀県重症心身障害児

者・医療的ケア児等支援センターこあゆ/ふくしあ/障がい者相談支援センターほたる/長浜市しょ

うがい福祉課/米原市障がい福祉課/大空ひだまり/長浜赤十字病院/湖北健康福祉事務所/ぷらす P/

市立長浜病院/長浜養護学校/当事者ご家族/浅井東診療所/相談支援事業所ピットイン） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 4 月 18 日 13：30～15：00 神照まちづくりセンター会議室Ａ 18 

第２回 5 月 16 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 18 

第３回 7 月 18 日 13：30～15：00 神照まちづくりセンター会議室 A 22 

第４回※ 8 月 22 日 13：00～14：３0 神照まちづくりセンター会議室 A 17 

第 5 回 10 月 17 日 13：30～14：30 南郷里まちづくりセンター多目的ホール 14 

第 6 回 11 月 21 日 13：30～15：00 神照まちづくりセンター会議室 A 14 

第 7 回 12 月 19 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 16 

第 8 回 1 月 16 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 20 

第 9 回 2 月 20 日 13：30～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 12 

※あるべき姿検討班と合同で研修会を開催。 

  テーマ：「社会調査における基本的な視点」   講師：金城学院大学 橋川 健祐氏 

 

■協議内容・活動実績（定例会議以外の活動） 

①圏域の医療的ケアまたは重症心身障害児の実態調査（地域課題の把握）について 

・実態調査の目的について意見交換等を通じて、班員一人ひとりが目的を共有。 

・社会調査における基本的な視点の研修を受講し、社会調査の視点、用語、調査票の作成方法につい 
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て学ぶ。 

・対象者の選定：特別支援学校（以下、養護学校）だけでなく、地域の支援学級等に在籍している学 

齢期における医療的ケア児および重心児の家族を対象とした。 

・湖北圏域：３６名程度 

・調査方法：面接による聞き取り調査とした。養護学校の協力のもと、在籍中の児童の家族に事前に

依頼文を送付。調査の目的や方法、調査日時を案内し、来校いただいたご家族に班員が２名体制で

聞き取り調査を実施。当日は６名の協力があった。 

・地域の支援学級等に在籍する児童のご家族には、学校や担当の計画相談員の協力のもと、聞き取り

調査を実施。 

 日時 場所 
保護者 

（人） 

参 加 数

（人） 

実態調査 ６月 20 日 13：30～14：30 長浜養護学校 6 14 

 

②研修会の開催（摂食・嚥下の視点から考える研修）の開催。 

・摂食・嚥下は家族にとって悩みが大きい部分であるが、専門機関は身近になく、支援者が学んだり、 

相談したりする機会が少ないため、今年度研修会を開催。 

・びわこ NST 協議会による「摂食（たべる）、嚥下（のみこむ）食べることは生きること」 

・日時：2024 年１０月１７日１４：３０～１６：３０ 

講師：びわこ学園医療福祉センター草津  

言語聴覚士 中谷芽氏 

参加者：４８名（内訳：ヘルパー、支援員、 

福祉施設職員、看護師、相談支援専門員等） 

 

 

③医療的ケアが必要な人が福祉サービスを利用する際に 

必要な医療からの様式を湖北圏域で統一に向けた協議・ 

検討。 

・現状：医療的ケア児者が福祉事業所を利用する時に主 

治医指示書が必要になることがある。しかし、現状で 

は主治医指示書の提出は制度化されておらず、決まっ 

た書式はない。医療と福祉の連携強化も含め、圏域で 

一定のルールや書式の作成を行う。 

・介護保険分野において、「びわ湖あさがおネット」という診療情報や在宅療養支援情報をインター

ネットによって関係機関で安全に共有できる仕組みについて学ぶ学習会を開催。 

日時：2025 年１月１６日１３：３０～１５：００ 

場所：オンラインと会場参集のハイブリット型研修 

メリット、デメリット等について知る機会となった。 

まずは、圏域で書式の統一のための取組みを行っていくことの必要性を班員で共有した。 
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■次年度について 

〇圏域の実態調査の対象を出生から就学前にも広げ、児童全体（出生～１８歳まで）の状況把握 

・より圏域の状況を把握するため、就学前の児に対しても実態調査を実施予定。 

課題解決策の具体化と提言: 

・実態調査結果を踏まえ、課題解決策の具体化、必要な施策について行政へ提言等行っていく。 

・提言内容の実現可能性を高めるため、関係機関との連携を強化する。 

関係機関への情報提供と周知: 

・検討結果を報告書としてまとめ、関係機関に情報提供を行う。 

・研修会等を通して、検討結果の周知に努める。 

〇主治医指示書の統一への取組みについて 

・現状把握と統一様式の作成 

圏域の福祉事業所の指示書の書式を情報収集し、どのような医療情報が必要かを医療側、福祉側から

聞き取りし、圏域として一定の様式を作成する。 

・関係機関への情報提供と周知: 

ホームページ等周知の機会を活用し、統一した様式について、関係機関等に情報提供を行う。 

〇災害対策について 

・災害対策としての現地調査、地域と方と共に避難訓練の実施 

次年度も災害対策として、現地調査を継続的に行っていく。地域の避難訓練に参加し、より具体的に

避難を想定した時の課題等を検討し、実行可能なものとしていく。 

↓協議の様子 
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（3）あるべき姿検討班 

■目的・検討テーマ 

  湖北圏域において、障害のある方が地域で安心して必要なサービスを使い続けられるよう、サー 

 ビス提供体制の持続可能性を検討するため、現状把握と課題分析を行い、今後の体制整備に向けた 

提言を行うこと。特に、少子高齢化に伴う職員不足という喫緊の課題に対し、持続可能なサービス 

提供体制の構築に必要な視点や方向性を探る。 

■参画事業所等 

座長：山瀬道範（ひかり園・輝湖里） 

参画：（えがお/ひだまり/ライフまいばら/長浜市しょうがい福祉課/米原市障がい福祉課/相談支援

事業所ピットイン/湖北基幹相談支援センターふらっと） 

オブザーバー：橋川健祐（金城学院大学） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 ７月４日 14：00～15：40 長浜まちづくりセンター1C 会議室 8 

第２回 ８月 22 日 13：00～14：30 神照まちづくりセンター会議室Ａ 23 

第３回 10 月 1 日 15：30～17：00 地域福祉センター３A 会議室 5 

 

■協議内容: 

◎現状把握と課題の明確化 (2024 年 7 月～10 月): 

・関係機関、当事者、事業所職員へのヒアリング、既存資料の分析を通して、現状把握と課題の明確

化に努めた。 

・具体的には、サービスの需給バランス、職員の処遇・労働環境・やりがい、事業所の経営状況、行

政の支援策などを検討した。 

・金城学院大学 橋川先生をオブザーバーとして招聘し、社会調査の基本的な視点に関する研修を実施。

今後のアンケート調査設計の妥当性向上を図った。 

・現状と課題について KJ 法を用いて可視化し、以下の 2 点に焦点を当てた。 

o 職員の働く環境と、職員が望む職場環境の実態把握と課題分析 

o 法人の取り組みと制度上の課題の整理、行政への提言事項の抽出 

◎アンケート調査設計 (2024 年 10 月～): 

・収集した情報、KJ 法で明確になった課題を基に、アンケート調査の設計を開始した。以下の 3 つの

視点を取り入れることを検討した。 

o 障害福祉サービス支給量と実際の稼働率の可視化: サービス提供の実態を把握するため、

支給量と稼働率の乖離に着目。 

o 法人、事業所、事業所種別を越えての連携協力の可能性: 法人・事業所間の連携状況や

課題を把握し、協力体制構築の可能性を探る。 

o 組織作り（team ビルディング）: 働きがいのある職場環境づくりの観点から、チームワ

ーク、コミュニケーション、人材育成等の現状を把握する。 
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・上記 3 つの視点に加え、職員の定着率向上、働きがいのある職場づくりに焦点を当て、以下の項目

についても質問項目として検討した。 

o 働き方の多様化 (週休 3 日制、短時間勤務等) 

o キャリアパス支援、研修制度の充実 

o ICT 活用による業務効率化 

o 職場環境改善、ハラスメント対策 

o 報酬以外の収入源確保 

■活動実績（定例会議以外の活動） 

・上記第２回の会議は勉強会を実施。 

テーマ：「社会調査における基本的な視点」講師：金城学院大学 橋川 健祐氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次年度の取り組みについて 

◎アンケート調査の実施と分析: 

• 設計したアンケート調査を実施し、結果を分析。 

• 特に上記 3 つの視点と質問項目への回答を分析し、現状把握と課題の明確化を行う。 

◎課題解決策の具体化と提言: 

• アンケート結果を踏まえ、課題解決策の具体化、行政等への提言を策定。 

• 提言内容の実現可能性を高めるため、関係機関との連携を強化。 

◎関係機関への情報提供と周知: 
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• 検討結果を報告書としてまとめ、関係機関に情報提供を行う。 

• 研修会等を通して、検討結果の周知に努める。 

 

Ⅴ 全体会議 

 1 第１回全体会議（映画上映会含む） 

日時 場所 参加者（人） 

9 月 20 日 10：00～15：30 
長浜まちづくりセンター多目的ホール 

長浜市役所多目的ルーム１～３ 
104 名 

 

↓上映会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アンケート結果（映画「大空へはばたこう」に関する） 

1 ・地域で自分らしく生きるには、地域近所の人の理解をどうやって得たらいいのか考えないと。そして

支援をしてくれる人が必要。親がなくなって家で一人暮らしているが、姉がめんどうを見ている。しか

し将来的に高齢の姉の健康不安もあり、最終的に高齢者施設への移行も考えるよう言われている。 

 障害にかかわらず、自分自身も不安。 

2 ・バリアフリー上映を初めて体験しました。内容も考えさせられました。 

3 ・長時間の映画でしたが、これだけの時間がないと満足できる物が作れないのだと思いました。良い

映画でした。本当に実現すれば良いと願います。 

4 ・内容の熱い映画であった。 地域で受け入れも出来る住み慣れた環境作りが出来れば良い。地域
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の人々との絆と共に暮らせる社会ができれば良い。 

5 ・地域の理解と、役割を考えさせられた。ありがとうございます。 

6 ・福祉の歴史を再確認できました。 

 障害についてどれだけ理解しているかによって。地域での生活が確保されるかなと思います。 

 障害のあるなしに限らず、皆が自由に個性豊かに過ごせる世の中になってほしいです。 

7 ・バリアフリー映画を初めて見ました。 

 一緒に同じ物を見て感じる共感、考える、話し合えるのは、いいなと思いました。 

8 ・歴史的な部分がとてもわかりやすかったです。“どんなに障害が重くても安心できる場所、信頼でき

る人がいれば大丈夫”と話された言葉が心に残りました。障害有無にかかわらず、お互いの信頼関

係が築ければ、地域での生活は可能だと感じます。ありがとうございました。 

9 ・身障 1 級の者ですが、知的障害者の母親の立場から、入所の場所よりの大変さが解りました。入

所施設集団生活の中で自由がなかなかない、その中で施設の中での生活は苦しいとの多くの方の

報告 心のアドバイス方式も大切さも必要です。  ・グループホームへの暮らしの大切さ。      

・心身の問題→今後の取組みが大切です。      ・自立して行く支援の大切さ。 

10 ・私の知的しょうがい者の見方が大きく変わった時間でした。もっと多くの方にこの映画を見て欲しい

と思いますが、一歩踏み出す気持ちが持てないと難しいのかと思えます。 

11 ・入所施設の実態を知らなかった事を恥ずかしく思いました。 

 地域移行は大事なことです。その環境作りが大切ですね。 

12 ・意識を変える映画でした。グループホームがたくさん地域にできるといいと思いました。 

13 ・みんなが希望できる生活が出来るといいですね。グループホーム、もっと出来るといいです。 

14 ・重度の知的障がいのある娘、希望としては地域のグループホームにと思っていますが、なかなか望

めそうにないのが現実です。今は一緒に暮らしていて、お互いに安心感のある生活をしていますが、

将来への不安はやはりありますが、本人の幸せを一番に考えて！ 

↓令和６年度第１回全体会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



47 

 

 2 第２回全体会議 

日時 場所 参加数（人） 

3 月 14 日 13：00～15：30 長浜まちづくりセンター多目的ホール 63 

↓当日の様子 
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＜      質疑 応答＞ 
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    んだ      間           ん          良     ね  

                 … 声  げ国        切   

   ぶ    楽                          切  ね 

   種   チ  ワ                       思    

  分        分     意思      広         良  思    

？ 疑問   

               々 違  思      ぶ             判断     ？ 

                           卒      ？ 

 様々  壁        偏見              ？ 

        ぞ                    思           相談員              ん

     ？ 

！ 感想   

  功 例だ    失敗 例  有      だ 思  

                セ                                     

 ピ        例      気     得  

 各       例   良  思    

 ピ             興味       

             せ   非常 良   思    だ      持        判断 難         

               

 企  現  見        供    聞 だ     雰囲気                 

 企 見      程  含              思          せん   

？ 疑問   

                     希望                    ？ 

 ピ     ？ 

  例                       ？ 

     気                ？ 

                             だ   

             使                     踏 切                   

               ？ 
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！ 感想   

 ピ            ん           

  ご 良    だ 思        思         欲   

 ピ                    ぜ                       ？ 

 ピ       広  ば   

     技          思   

？ 疑問   

 ピ  ウ セ           説明 ほ   

 ピ    ピ       違          

       ピ     説明 ほ   

 同じ様    悩  抱    だ 誰 判断     見     々  応          ？ピ   未    

 見    

 ピ    ピ       違  示                    ？   回何         ？ 

 ピ   仲間同士           同士     ば              ピ   講習 情       

   ！！ 

 現在ピ         ぐ        ？   身  精神  ぞ      ？？ 

！ 感想   

      ず  初  診断                       合         難          

           二次      精神疾患  ん                   難      出     

         ば ぜひ 有       

 企            増     だ  企  見     だ       深   

                 可欠だ 思            ば良    思   

                 抵抗  だ だ        民                        

 思  

                         良  感じ   

？ 疑問   

  賃  …収          意味             

      希望            だ     見        コ   難   

           積極     …                          ？ 

 ＧＨ 追 付                 増 せ   ？ 

            希望       何 ぐ      ？ 

          ？ほ          ？ 

！ 感想   

                       出                 

  童     ペ レ             相談                 情  有     思    

           相談 ォ       ほ   思      先 見    安          様      

見     様                         

                       

 ペ レ       コ  ィネ     躍             ほ   

  切    だ  思   頑張   だ   

？ 疑問   

 切          担     時  情  有                 

 養  校      以外  レ ゾ   言                         ？ 

 “      窓 ”           皆 ん            “何 ”               

              色々                                       ？ 

！ 感想   

  ハ                      ズ        断              PT        

  現             思  

 セ ピ           感じ  ！           ほ     

 皆 ん色々 研修              分 頑張     思     
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         早  相談   ！ 

？ 疑問   

     小  ハ  応   セ ピ   限      応    現状    セ ピ  間    辺    捉   

     ？ 

        セ ピ       ん           ？ 

 ２ 名 セ ピ   ん     属       ？ 病院    

           ネ                      ？ 

               ネ     ん            礎          ？         ん 研修

             ？ 

！ 感想   

                   皆            切 

           ご         極          

                顕著    

？ 疑問   

   分野    ネ ん    情  有  何                ？    だ   

       増                                だ   

        ネ  ん       容         

     側                   捉         ？        間    深      

⇒       

 B                                     だ    ば  だ       …  

  だ   

！ 感想   

  己チ       興味     

  己チ      良  思    

  己チ        際 使      思  

  己チ                         各     せ         応 違 …       皆 

       気           ね  

  ウ ウォ チ    良   だ 思  

  ウ ウォ チ  じ            店  増    思   現在 コ ナ 件             

              ピ       見       毎     ほ    

       研修  GW 啓      切だ 思    

？ 疑問   

      前             気              

   手段    ゃん号                   院 買 物            費     額    

         ほ   

！ 感想   

   時 誰    残                      

      安 声   聞     切      思           だ   

 出    状況                 感じ           ズ               相談先 訪

看     感じ     

       様式 良     悪        統  良  思  

                     合       研修          ば 思  

 主治  示書 統   変                 だ  だ 思     

                   回          …   印象    命        切       声

出  頑張        ！ 

        ネ                        

 情  供  登録         ね   登録        

   費         査情   有       

？ 疑問   

 出  未       調査             チ       ？ 

 出  未        抱  問             予測     ？ 

    項  追              何  準          分    ？ 

            同じ  だ  違       ？ 

        ！               ？ 
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↓アンケート集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ 感想   

         間    見     比較   改善               思  

  員   率                 切  員 声 反映   

 週休 日 １０時間×４日 望ん            

 週休 日          

？ 疑問   

 週休 日           供       維持     ？            だ   ？ 

 ICT    …     ？費  ？ 

  酬以外 収    ？ 酬以外 収          何   ？ 

      様   員 処遇 両  難      財                      ？ 
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Ⅵ その他の会議 

■日中サービス支援型共同生活援助定期評価会議 

  ・日時：8 月２１日（水）15：15～16：30 

  ・対象事業所：ソーシャルインクルーホーム長浜高月/長浜大寺町 

 

Ⅶ 事業所等連絡会 

 ■目的 

 同種別の障害福祉サービスを運営している事業所が集まり、サービス種別ならではの情報共有や意

見交換を行った。課題に対して具体的な協議を実施する専門部会とは役割を分け、気軽に相談、他事

業所の取り組みなどの共有が出来ることを期待。 

 

 ■活動実績 

・就労支援事業所等連絡会  

5 月 31 日（金）10：00～12：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 

・放デイ・児童発達支援事業所等連絡会 

第１回 ６月 28 日（金）10：00～12：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 

参加事業所：キッズパーク/あーと/たいよう/ひまわり/陽空ひだまり/キッズステーション/フォー

ラムまこと・フォーラムはな/カラフル・カラフルびわ/長浜市療育センター/スポーツひろばアク

参加事業所：こほく自立応援センター/つどい/Link/ワークスさぼてん/ワークスさかた/フォーユー/湖北み

みの里/ハグウェル/ほおずき作業所/あっぷでーと/支援センターそら/ピットイン/ふらっと/事務局 
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ト/アクト NEXT/マネビー/ふらっと/長浜市相談支援事業所/長浜市しょうがい福祉課/虹色ひだま

り/基幹相談/事務局） 

 

第２回 ９月２７日（金）10：00～12：00 長浜まちづくりセンター1C 会議室 

参加事業所：キッズパーク/あーと/たいよう/ひまわり/陽空ひだまり/キッズステーション/カラフ

ル/浜の子園/スポーツひろばアクト/アクト NEXT/アオ/長浜市発達支援室/長浜市相談支援事業所

/長浜市しょうがい福祉課/虹色ひだまり/事務局 

 

 第３回 １月１７日（金）10：00～12：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 

 参加事業所：あ～と/コペルプラス/青空ひだまり/キッズ station 長浜/アクト/アクト NEXT/カラ

フル/キッズ station 長浜セカンド/てらす/ひまわり/長浜市いちご園/CIL だんない/長浜市しょう

がい福祉課/ふらっと/長浜市発達支援室/基幹相談/事務局 

 

・施設入所、GH 事業所等連絡会  

第１回 7 月 26 日（金） 10：00～12：00 南郷里まちづくりセンター会議室 AB 

参加事業所：ひかり福祉会 GH/湖北会はまべ/ひだまり/湖北まこも/ルピナス/おおぞら福祉会/ソ

ーシャルインクルー長浜高月町/ソーシャルインクルー長浜大寺町/湖北タウンホーム/基幹相談/支

援センターそら/虹色ひだまり/ふらっと/事務局 

 

第２回 12 月 5 日（金）10：00～12：00 市民交流センター ふれあいホール 

参加事業所：ひかり福祉会 GH/GH カノン/ひだまり/すみれ GH/あそしあ/湖北タウンホーム/湖北

まこも/アトラス高月/おおぞら福祉会/ひだまり/ひだまり/すだち/長浜市/そら/ふらっと/基幹相

談/事務局 

 

 ・学卒関係者連絡会  ６月 27 日/10 月 24 日/12 月 19 日/２月 20 日 

  参加機関：長浜養護学校/長浜北星高等養護学校/愛知高等養護学校/甲南高等養護学校/鳥居本養護

学校/テクノカレッジ米原/長浜公共職業安定所/長浜市/米原市/基幹相談/はたらき・くらし応援セ

ンターこほく 

 

Ⅷ 総括 

令和６年度長浜米原しょうがい者自立支援協議会 

会議等実施回数 120 回以上  

（作業班運営会議/事業所等連絡会はカウント除く） 

参画述べ人数 1597 人以上 

以上 

令和７年３月末日 

長浜米原しょうがい者自立支援協議会事務局 


